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　表２‐６５　公共用水域の主要測定地点における全窒素・全りんの水質測定結果（２３年度）

全　り　ん全　窒　素調　査　地　点　名水　　　域　　　名

０．０４５０．６６阿 尾 橋阿 尾 川

０．０３８０．３８間 島 橋余 川 川

０．０６８０．７７北 の 橋上 庄 川

０．２７３．６八 幡 橋仏 生 寺 川

０．１４１．３中 の 橋湊 川

０．０６０１．３河 口小 矢 部 川

０．０４２０．５７聖 人 橋

０．０２８０．５７津 沢 大 橋

０．０１１０．５０太 美 橋

０．０６２０．７８地 子 木 橋千 保 川

０．０４９１．０新 祖 父 川 橋祖 父 川

０．０２４０．４９福 野 橋山 田 川

０．０１２０．４７二 ケ 渕 え ん 堤

０．０１７０．４４新 庄 川 橋庄 川

０．０１４０．２９大 門 大 橋

０．０１４０．３０雄 神 橋

０．０２２０．４１末 端和 田 川

０．０５８１．１山 王 橋内 川

０．０８００．８７西 橋

０．０８１１．５稲 積 橋下 条 川

０．０８７１．５白 石 橋新 堀 川

０．０９８０．８６西 部 排 水 機 場西 部 主 幹 排 水 路

０．１２１．０東 部 排 水 機 場東 部 主 幹 排 水 路

０．０２９１．６萩 浦 橋神 通 川

０．０２５０．７１神 通 大 橋

０．０２２０．４８有 沢 橋

０．０２１０．４３成 子 大 橋

０．０２７０．６０新 国 境 橋宮 川

０．０４００．６５新 猪 谷 橋高 原 川

０．０４７０．８４四 ツ 屋 橋い た ち 川

０．０４４０．７８桜 橋松 川

０．０４９０．９０萩 浦 小 橋富 岩 運 河

０．０４０１．７岩 瀬 橋岩 瀬 運 河

０．０２００．５４今 川 橋常 願 寺 川

０．０１１０．３１立 山 橋

０．０４７０．７１東 西 橋白 岩 川

０．０４９０．６５泉 正 橋

０．０３４０．６５流 観 橋栃 津 川

０．０２００．５５寺 田 橋

（単位：mg／L）
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全　り　ん全　窒　素調　査　地　点　名水　　　域　　　名

０．０２８０．６５魚 躬 橋上 市 川

０．０８００．８０落 合 橋中 川

０．００６０．５４早 月 橋早 月 川

０．０３９０．７７角 川 橋角 川

０．０４３０．６８港 橋鴨 川

０．０５９０．９５落 合 橋片 貝 川

０．０３３０．６９落 合 橋布 施 川

０．０６４０．７８石 田 橋黒 瀬 川

０．０３７０．３８堀 切 橋高 橋 川

０．０４３０．８５吉 田 橋吉 田 川

０．０１００．２３下 黒 部 橋黒 部 川

０．０２８０．４１末 端入 川

０．０１４０．４１赤 川 橋小 川

０．０１６０．６４上 朝 日 橋

０．０１６０．４０舟 川 橋舟 川

０．０５４０．６８末 端木 流 川

０．０１５０．５０笹 川 橋笹 川

０．０１００．６３境 橋境 川

０．００４０．３１え ん 堤 付 近桂湖（境川ダム貯水池）

０．００３０．３２湖 中 央

０．００５０．１８え ん 堤 付 近有峰湖（有峰ダム貯水池）

０．００４０．１５湖 中 央

０．００４０．１７え ん 堤 付 近黒部湖（黒部ダム貯水池）

０．００５０．１７湖 中 央

０．０３３０．３６富 山 新 港 № １富 山 新 港 海 域

０．０４６０．５０富 山 新 港 № ２

０．０５１０．４２富 山 新 港 № ３

０．０６８０．５４富 山 新 港 № ４

０．０７４０．５８姫 野 橋第 一 貯 木 場

０．０７００．６５中 央中 野 整 理 場

０．０１３０．２４小矢部川河口海域№２小 矢 部 川富山湾

０．０１５０．２８小矢部川河口海域№３河 口 海 域

０．００９０．１８小矢部川河口海域№５

０．０１００．１９小矢部川河口海域№６

０．０１００．２２神 通 川 河 口 海 域 №１神 通 川

０．０１２０．３２神 通 川 河 口 海 域 №２河 口 海 域

０．０１１０．２３神 通 川 河 口 海 域 №３

０．０１１０．２０神 通 川 河 口 海 域 №４

０．０１２０．２４神 通 川 河 口 海 域 №５

０．０１１０．１９神 通 川 河 口 海 域 №６
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全　り　ん全　窒　素調　査　地　点　名水　　　域　　　名

０．００９０．１７小矢部川河口海域№７そ の 他富山湾

０．０１００．２２神 通 川 河 口 海 域 №７富 山 湾

０．００７０．１５そ の 他 地 先 海 域 №１海 域

０．００９０．１７そ の 他 地 先 海 域 №２

０．００８０．１６そ の 他 地 先 海 域 №３

０．０１００．１７そ の 他 地 先 海 域 №４

０．００７０．１９そ の 他 地 先 海 域 №５

０．００９０．１９そ の 他 地 先 海 域 №６

０．００７０．１６そ の 他 地 先 海 域 №７

０．００７０．１６そ の 他 地 先 海 域 №８

０．００６０．１４そ の 他 地 先 海 域 №９

０．００７０．１３そ の 他 地 先 海 域 №１０

注　測定値は、年平均値です。

　表２‐６６　河川における要監視項目測定結果（２３年度）
（単位：mg／L）

定　量
下限値指 針 値指　針　値

超過地点数測定結果検出
地点

調　査
地点数調　査　項　目

０．００１０．０１～０．０８０ＮＤ０５３フ ェ ノ ー ル

０．００３１　　０ＮＤ～０．００５１５２ホ ル ム ア ル デ ヒ ト

０．０００８０．００８０ＮＤ０５２イ ソ キ サ チ オ ン

０．０００５０．００５０ＮＤ０５２ダ イ ア ジ ノ ン

０．０００３０．００３０ＮＤ０５２フ ェ ニ ト ロ チ オ ン

０．００５０．０５　０ＮＤ０５２ク ロ ロ タ ロ ニ ル

０．０００８０．００８０ＮＤ０５２プ ロ ピ ザ ミ ド

０．０００６０．００６０ＮＤ０５２E P N

０．０００８０．００８０ＮＤ０５２ジ ク ロ ル ボ ス

０．０００８０．００８０ＮＤ０５２イ プ ロ ベ ン ホ ス

０．０００５－０ＮＤ０５２ク ロ ル ニ ト ロ フ ェ ン

０．００１－０ＮＤ～０．０２０８５２ニ ッ ケ ル

０．００７０．０７　０ＮＤ～０．０３２４５２モ リ ブ デ ン

０．００２０．０２　０ＮＤ０５２ア ン チ モ ン

０．０２０．２　０ＮＤ～０．０８２０５３全 マ ン ガ ン

注　ＮＤとは、定量限界未満です。



１９０

　　柑　調査結果

測　　　　　定　　　　　項　　　　　目
調査
回数湖 沼 名 クロロフィルａ

（μg／L）
全りん
（mg／L）

全窒素
（mg／L）

ＤＯ
（mg／L）

ＳＳ
（mg／L）

ＣＯＤ
（mg／L）ｐＨ透明度

（ｍ）

８．００．００７０．３８８．１１２．１６．７２．９２五位ダム貯水池

０．３０．００５０．４１８．９２１．１６．８６．２２布施川ダム貯水池

　表２‐６７　湖沼水質調査結果（２３年度）

　　敢　調査対象湖沼

主 な 利 水 目 的湛水面積
（km２）

有効貯水量
（千m３）所 在 地湖 沼 名

農業用水０．５７８，１００高岡市福岡町五位堀切五 位 ダ ム 貯 水 池

洪水調節、消流雪用水０．１０１，０００黒 部 市 福 平布施川ダム貯水池

注　測定値は年平均値です。

　表２‐６８　海水浴場水質調査結果（２３年度）

　　敢　開設前（５月）

判　定病原性大腸菌
Ｏ － １５７

透明度
（ｍ）

油 膜
の有無

ＣＯＤ
（mg／L）

ふ ん 便 性
大腸菌群数
（個／１００mL）

海　水　浴　場

水質ＡＡ不検出全透なし１．１２未満（氷見市）小 境

水質ＡＡ不検出全透なし１．２２未満（氷見市）島 尾

水質ＡＡ不検出全透なし１．３２未満（高岡市）雨晴・松太枝浜

水質ＡＡ不検出全透なし０．８２未満（富山市）八 重 津 浜

水質Ａ不検出全透なし１．０６（富山市）岩 瀬 浜

水質Ａ不検出全透なし０．９４（富山市）浜 黒 崎

水質Ａ不検出全透なし１．８３（黒部市）石 田 浜

水質ＡＡ不検出全透なし１．２２未満（朝日町）宮崎・境海岸
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　　柑　開設中（７月）

判　定病原性大腸菌
Ｏ － １５７

透明度
（ｍ）

油 膜
の有無

ＣＯＤ
（mg／L）

ふ ん 便 性
大腸菌群数
（個／１００mL）

海　水　浴　場

水質ＡＡ不検出全透なし１．６２未満（氷見市）小 境

水質Ｂ不検出全透なし２．２２未満（氷見市）島 尾

水質ＡＡ不検出全透なし２．０２未満（高岡市）雨晴・松太枝浜

水質Ｂ不検出全透なし１．４２６０（富山市）八 重 津 浜

水質Ａ不検出全透なし１．３３（富山市）岩 瀬 浜

水質Ｂ不検出全透なし１．４１１０（富山市）浜 黒 崎

水質Ｂ不検出全透なし２．４１１（黒部市）石 田 浜

水質ＡＡ不検出全透なし１．１２未満（朝日町）宮崎・境海岸

　表２‐６９　底質（重金属等）調査結果（２３年度）
調 査 結 果

調査地点名水域名区分 強熱減量
（％）

総クロム
（㎎／㎏）

ひ素
（㎎／㎏）

鉛
（㎎／㎏）

カドミウム
（㎎／㎏）

総水銀
（㎎／㎏）

　４．２ND５．３　３９０．２０．０２成 子 橋神 通 川

河
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川

　１．２ND０．９　３NDND万 才 橋宮 川

　０．７ND４．７　３３０．１ND新 猪 谷 橋高 原 川

１２　　２８０１４　　１４０１．０６．９　萩 浦 小 橋富 岩 運 河

１３　　　１０１０　　１２０３．００．８７下 新 橋

１５　　２００１６　　４００６．７７．２　岩 瀬 橋岩 瀬 運 河

　２．５　１０４．６　３５０．１０．０８前 川 橋住 友 運 河

　１．２ND１．５　６ND０．０２東 西 橋白 岩 川

　９．３　３４３．２　３７２．７１．０　石 田 橋黒 瀬 川

　１．５１４０２．３　８０．２ND下 黒 部 橋黒 部 川

　１．８　４３２．２　７０．１０．０２赤 川 橋小 川

　２．１　３８３．４　１２０．２０．０２上 朝 日 橋

　１．３　４２１．７　７０．１０．０７舟 川 橋舟 川

　３．４　５９２．７　３３０．３０．０２末 端木 流 川

　２．７　２５２．８　１１０．２０．０５笹 川 橋笹 川

　２．５　８４３．９　１３０．２０．０２境 川 橋境 川

　１．３ND３．６　２２０．１０．０２港　 口

富 山 新 港
港
　
湾

　５．２　１０９．１　６００．４０．１８港　 央

　５．４　５０１４　　２０００．７１．３　港 奥

－　１００．５　１０．１０．０１定　量　下　限　値

注　ＮＤとは、定量下限値未満です。
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　表２‐７０　立山環境調査（河川等環境調査）結果（２３年度）

ＳＳ
（mg／L）

ＢＯＤ
（mg／L）ｐＨ名　　　称区分

１未満１．４５．０み く り が 池

称
名
滝
上
流

１未満０．５未満６．７雷 鳥 沢

１未満０．５未満５．８紺谷川合流点下流

１未満０．５未満７．０大 谷 上 流

１未満０．５未満６．５一 の 谷

１未満０．５未満５．９ハ ン ノ キ 谷

１０．５未満６．７常 願 寺 川 瓶 岩 橋

称
名
滝
下
流

注　１　ＢＯＤ欄中、「みくりが池」はＣＯＤの値です。
　　２　「紺谷川合流点下流」は、地獄谷からの流水の影響を受けています。

　表２‐７１　水生生物調査結果（２３年度）

調 査 団 体 名水質階級調査地点名河川名

親子わんぱく自然教室

Ⅰ南砺市上原山 田 川

Ⅰ南砺市北市
千 谷 川

Ⅱ南砺市北市

Ⅱ南砺市高瀬勧 行 寺 川

Ⅰ小矢部市田川田 川 谷 内 川

Ⅰ高岡市福岡町土屋小 矢 部 川

Ⅰ南砺市平庄 川 支 流

黒部市立東布施小学校Ⅰ黒部市釈迦堂布 施 川

富山市立中央小学校Ⅲどんどこ公園い た ち 川

３団体、のべ４３７人９地点８河川計

注　水質階級の判定と主な指標生物は以下のとおりです。
　　Ⅰ（きれいな水）　　：ウズムシ類、カワゲラ類、ヒラタカゲロウ類　
　　Ⅱ（少しきたない水）：ヒラタドロムシ類等
　　Ⅲ（きたない水）　　：サホコカゲロウ、ヒル類等
　　Ⅳ（大変きたない水）：セスジユスリカ、イトミミズ類等



１９３

資
料
資
料
編編

　

３３
　
生
活
環
境
の
保

生
活
環
境
の
保
全全

　図２‐２　騒音・振動苦情の発生源別推移

　図２‐３　一般地域の環境騒音の環境基準達成状況（２３年度）

注　（　）内の数値は、評価地点数に対する割合で、四捨五入により、合計が１００％とならない場合が
あります。
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　表２‐７２　自動車騒音の環境基準達成状況

　　敢　自動車騒音の環境基準達成状況（２３年度）

注１　調査区間数とは、面的評価を行った区間数です。
　２　評価対象戸数とは、調査区間における住居等の戸数です。
　３　達成区間数とは、調査区間における住居等の全てが昼間（６時～２２時）及び夜間（２２時～翌日６

時）ともに環境基準を達成している区間の数です。
　４　達成戸数とは、評価対象戸数のうち昼間及び夜間ともに環境基準を達成している住居等数です。

環境基準達成率（％）達 成 戸 数達成区間数評 価
対象戸数

調 査
区 間 数

道　路　種　別
（道路に面する地域）

６８９５４１１，３９４６国　　　　　道

９８１，４３７４１，４６１７県　　　　　道

１００２７１２７１市　　　　　道

８４２，４１８６２，８８２１４計

　　柑　自動車騒音の環境基準達成率の経年変化

２３年度２２年度２１年度２０年度１９年度区　　　分

６／１４（４３）９／１４（６４）５／１７（２９）８／２１（３８）３／１９（１６）達成区間数／調査区間数

２，４１８／２，８８２
（８４）

４，１２５／４，１９９
（９８）

８，０５２／８，１７０
（９９）

５，３９９／５，９３６
（９１）

５，０１４／５，４６４
（９２）達成戸数／評価対象戸数

注　（　）内の数値は、調査区間数、評価対象戸数に対する達成数の割合で、単位は％です。

　表２‐７３　道路に面する地域の環境騒音調査結果（２３年度）

夜　　間
（２２時～６時）

昼　　間
（６時～２２時）

平　　均
測定地点数環境基準の

地域の類型 夜間昼間

４０～６３３７～７０５２５８６Ａ

４０～６７５５～７２５６６４１８Ｂ

４１～７２４５～７５６０６６４５Ｃ

４２～６９４８～７４５８６１２１その他

（単位：dB）

注　騒音の測定は、県、８市町が９１地点で実施しました。



１９５

資
料
資
料
編編

　

３３
　
生
活
環
境
の
保

生
活
環
境
の
保
全全

　表２‐７４　航空機騒音の年度別推移

２３年度２２年度２１年度２０年度１９年度調査時期調　査
地点名

６６６９６８７０６９春　季

富 山 市
萩 原

６８７０６９７０７１夏　季

６８７０６９７１７０秋　季

６８６８６９６８６７冬　季

６８６９６９７０６９年　間

６８６９６９６９６８春　季

富 山 市
塚 原

６８６９６８６８６８夏　季

６７７０６７７１６８秋　季

７０６８６９６８６６冬　季

６８６９６８６９６８年　間

６５６９６９６５６７春　季

富 山 市
新 保

６２６４６５６７６６夏　季

６４６４６７６４６８秋　季

６３６５６６６７６９冬　季

６４６６６７６６６７年　間

７０７０６９７０７２春　季

富 山 市
婦 中 町
萩 島

７０６８６８７１７１夏　季

６９６８７０７１７３秋　季

６７６７６７６８７３冬　季

６９６９６９７０７２年　間

類型Ⅱ（７５以下）環境基準

（単位：WECPNL）

注１　騒音調査は各調査時期においてそれぞれ７日間連続測定しました。
　２　環境基準との評価は、年間値で行います。
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　表２‐７５　騒音規制法に基づく特定施設の届出状況
（２４年３月３１日現在）

計

鋳

型

造

型

機

射

出

成

形

機

合

成

樹

脂

用

印

刷

機

械

抄

紙

機

木

材

加

工

機

械

穀

物

用

製

粉

機

建
設
用
資
材
製
造
機
械

織

機

土
石
用
破
砕
機
等

空

気

圧

縮

機

等

金

属

加

工

機

械

工
場
・
事
業
場
数

市　町

４，８６２２１７４４６２２２１４２１９０１８６２，９２４８７７６０６富 山 市

３，６２８９２１０７１１２２２５３０７６４５７３１，６２２７１５４５９高 岡 市

２７１０２０１８０２５０００２０１６５２３４４魚 津 市

２７０８１５０４０７２０２５９２１０８３４氷 見 市

３９７０８１５０９０１０２９２１４１２１２４滑 川 市

２，９７９５９１４２３３７０１４００５２４１２５６０８１８３２黒 部 市

７１４０１０８１２０４５０７２２７２１２２８６６７９砺 波 市

２２８０４１２５２２６２４３３２９３３３３４９小矢部市

１，１１７０５１２４０１２４１０４５５０３５７１０５１０３南 砺 市

１，８８１０１８２１０１９８１１７２８６７５９９０２７５１２５射 水 市

１，６５００６８３０５１１１，４３５１１３４２２０上 市 町

１５９０１６４４０００４１０１３９２３立 山 町

３８５６１０７０００１１３１０１３４１１４２１入 善 町

５３０２３０２００００４２４８朝 日 町

１８，５９４６９９１，０２３７４３１７９２３２９６２３，７３７４６５７，５９６３，３００１，６２７計

　表２‐７６　公害防止条例に基づく騒音の届出工場・事業場の状況
（２４年３月３１日現在）

工場・事業場数市　町　村工場・事業場数市　町　村

２９７南 砺 市６０７富 山 市

１１３射 水 市４２４高 岡 市

５舟 橋 村８３魚 津 市

５８上 市 町１１１氷 見 市

５７立 山 町１４８滑 川 市

４９入 善 町１４３黒 部 市

３０朝 日 町９５砺 波 市

２，３６７計１４７小 矢 部 市
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　表２‐７７　騒音関係立入検査状況（２３年度）

合
　
　
　
　
　
　
　
　
計

そ

の

他

廃

棄

物

処

理

業

電

気

業

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
製
品
製
造
業

一
般
機
械
器
具
製
造
業

金

属

製

品

製

造

業

非

鉄

金

属

製

造

業

鉄

鋼

業

化

学

工

業

パ
ル
プ
・
紙
・
紙
加
工
製
造
業

食

料

品

製

造

業

業　種

区　分

５８１４０１５３２５６１６５１立入検査
件 数

　表２‐７８　道路交通振動の調査結果（２３年度）

夜間（dB）
（１９時～翌日８時）

昼間（dB）
（８時～１９時）測定地点数区　　　域　　　区　　　分

１４～４０
（６０）

１８～５０
（６５）１８

第１種低層住居専用地域、第２種低層
住居専用地域、第１種中高層住居専用
地域、第２種中高層住居専用地域、第
１種住居地域、第２種住居地域、準住
居地域

第 １ 種 区 域

２１～５１
（６５）

２７～５４
（７０）２８近隣商業地域、商業地域、準工業地域第 ２ 種 区 域

１６～５２２１～５４１６上記の区域以外

注１　（　　）は、道路管理者又は公安委員会に対する要請限度です。
　２　区域区分の地域は、都市計画法第８条第１項第１号に掲げる用途地域です。

注１　件数は延べ件数です。
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　表２‐７９　振動規制法に基づく特定施設の届出状況

計

鋳

型

造

型

機

射

出

成

形

機

合

成

樹

脂

用

ロ

ー

ル

機

印

刷

機

械

木
材
加
工
機
械

ブ
ロ
ッ
ク
マ
シ
ン
等

コ
ン
ク
リ
ー
ト

織

機

土
石
用
破
砕
機
等

圧

縮

機

金
属
加
工
機
械

工
場
・
事
業
場
数

市　町

２，２７１５１５５１１８４２４１００２０８８１８８６６３４５富 山 市

２，５２０９３１０３０３１３４１１５３９７４７６２８７３３０７高 岡 市

１３１０１０００３００５８４２９１７魚 津 市

７４３３００００２０１９１８１１９氷 見 市

３０４０１３０１５３００２６１４７１００１５滑 川 市

６２２０１４４３０１５３０６９２８７６２５７１６黒 部 市

３３７０９４０２０１００１６８１２９１５２１砺 波 市

１２８０３２２５５６３８０７３３２３小矢部市

５８７０３１０２６０４５５０７６１７３２南 砺 市

２４４０１６０３３０００６２７２６１５６射 水 市

１，５４５０３８００００１，４５３０５４０１３上 市 町

７３０４０２０００１５１１５１８立 山 町

１７４３００１００１１３２４７８１３入 善 町

１２０００３３０００３３５朝 日 町

９，０２２１０４６４３３３２８１１２１２７２，８５５４２６２，２４４２，２８８８９０計

（２４年３月３１日現在）

　表２‐８０　振動関係立入検査状況（２３年度）

合
　

　

計

電
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部
品
・
デ
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製
品
製
造
業
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機
械
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具
製
造
業

金

属

製

品

製

造

業

非
鉄
金
属
製
品
製
造
業

鉄

鋼

業

化

学

工

業

パ
ル
プ
・
紙
・
紙
加
工
品
製
造
業

飲
料
・
た
ば
こ
・
飼
料
製
造
業

業　種

区　分

２２４３０５４０３３立入検査件数
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（２４年３月３１日現在）
　表２‐８１　公害防止条例に基づく悪臭の届出工場・事業場の概要

工場・事業場数市　町　村工場・事業場数市　町　村

７７南 砺 市１５６富 山 市

５射 水 市３１高 岡 市

３舟 橋 村３０魚 津 市

３５上 市 町３６氷 見 市

８２立 山 町１８滑 川 市

２４入 善 町１０４黒 部 市

３朝 日 町３４砺 波 市

７０３計６５小 矢 部 市

　表２‐８２　畜産業の悪臭実態調査結果（２３年度）
畜産業（養豚場等）業　　　　　種

４工場・事業場数

風上敷地境界風下敷地境界測　定　場　所

０．１～０．５０．１～０．４ア ン モ ニ ア特
定
悪
臭
物
質

ＮＤ～０．００７ＮＤ～０．０１２硫 化 水 素

ＮＤＮＤプロピオン酸

ＮＤＮＤ～０．０００２ノルマル酪酸

volppm単 位

注　ＮＤとは、定量限界（アンモニア０．１ppm、硫化水
素０．００１ppm、プロピオン酸０．０００５ppm、ノルマル
酪酸０．０００２ppm）未満です。

　表２‐８３　畜産環境保全実態調査結果

主　な　処　理　施　設
調査戸数

区分

畜種 その他浄化処理強制発酵堆積発酵火力乾燥天日乾燥

１０－１０８６－－６０乳 用 牛

１－３５６－－５７肉 用 牛

－１８４３５－－２７豚

３－９２２－１２３鶏

１４１８２６１９９－１１６７計

（２３年度）



２００

　表２‐８４　畜産農家の巡回指導等の実施状況（２３年度）

計鶏豚肉 用 牛乳 用 牛区　　　分

２３３２４２４１３７４８巡　回　指　導（延）

１０－１０－－水　質　検　査（延）

７－７－－悪　臭　調　査（延）

（単位：件）

　表２‐８５　各種助成制度に基づく家畜ふん尿処理施設設置実績（２３年度）

事業費（千円）件　数事　　業　　名区　　　　分

００畜産担い手育成総合整備事業補 助 事 業

　表２‐８６　公害防止管理者等の選任届出状況

届　出　状　況区　　　　　　　　　　分

２２８（７３）　公 害 防 止 統 括 者

１５（２）　公 害 防 止 主 任 管 理 者

３９（１）　第 １ 種

大気関係公害防止管理者
２０（１）　第 ２ 種

２７（９）　第 ３ 種

４６（１６）　第 ４ 種

５１（４）　第 １ 種

水質関係公害防止管理者
７１（１６）　第 ２ 種

４（１）　第 ３ 種

２９（１２）　第 ４ 種

１７（３）　粉 じ ん 関 係 公 害 防 止 管 理 者

３５（２３）　騒 音 関 係 公 害 防 止 管 理 者

４５（３３）　振 動 関 係 公 害 防 止 管 理 者

１２（２）　ダ イ オ キ シ ン 類 関 係 公 害 防 止 管 理 者

６３９（１９６）総　　　　　　　　　　数

（２４年３月３１日現在）

注　（　）は、市町村事務分で、内数です。
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　表２‐８７　環境影響評価の実施状況

評　　　価　　　書知事意見の提出説明会の開催準 備 書 等事業種類・規模事　業　名区
分

提出　　３年１１月２１日
準備書
１１月７日６月１５、１７、１８日

準備書提出
３年６月５日レクリエーション施設

（ゴルフ場１４０．２ha）

大山カメリア

カントリークラブ

要
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綱

縦覧１１月２２日～１２月２４日準備書縦覧
６月６日～７月６日

提出　　５年３月２５日
準備書
１２月２８日８月１０、１１日

準備書提出
４年７月２８日

レクリエーション施設

（スキー場１７２．３ha）

（ゴルフ場１９８．９ha）

利賀リゾート開発

縦覧３月２６日～４月２６日準備書縦覧
７月２９日～８月２９日

提出　　６年５月９日
準備書

６年３月３１日

１１月２６、３０日

１２月１日

準備書提出
５年１１月１１日熱供給事業

（最大排出水量１２万m３／日）

富山駅北地区

熱供給事業 縦覧５月１０日～６月１０日準備書縦覧
１１月１２日～１２月１３日

提出　　１１年２月２３日
準備書

１０年１１月２７日

７月４～１７日

（７回開催）

準備書提出
１０年６月１９日ごみ焼却施設

（焼却能力２７０ｔ／日／基×３基）

富山地区広域圏

ごみ処理施設建設

工事 縦覧２月２６日～３月２５日準備書縦覧
６月２２日～７月２１日

提出　　２１年９月４日
準備書

２１年２月２７日９月７，１４日

準備書提出
２０年８月２１日ごみ焼却施設

（焼却能力約２７０ｔ／日）

高岡地区広域圏

ごみ処理施設整備

事業

条
　
　
例 縦覧３月１日～３月３１日準備書縦覧

２０年８月２９日～９月２９日

－
方法書

２３年１２月１３日８月１０日

方法書提出
２３年７月２８日火力発電所

（出力４０万kW級）

富山新港火力発電所

石炭１号機リプレー

ス計画

法
　
　
律 －方法書縦覧

２３年７月２９日～８月２９日

注　「区分」欄について、「要綱」とは「富山県環境影響評価要綱」（２年６月告示、同１０月施行、１１年
１２月廃止）、「条例」とは「富山県環境影響評価条例」（１１年６月制定、同１２月施行）、「法律」とは
「環境影響評価法」（９年６月公布、１１年６施行）です。

　表２‐８８　県が企業と締結している公害防止協定

締結年月日締結企業の業種締　結　企　業　（工場）

４７年３月３０日
（６１年６月３０日承継）

鉱　　　業三井金属鉱業㈱（神岡鉱業㈱）

４８年６月２３日
（６０年３月２５日承継）
（８年１１月１日承継）
（９年４月１日承継）

産業廃棄物処理
非鉄金属

日 鉱 三 日 市 リ サ イ ク ル ㈱
黒 部 日 鉱 ガ ル バ ㈱

４８年８月３０日
（５４年３月１５日改定）
（５７年７月５日改定）
（６０年３月２５日変更）
（６３年３月３０日変更）
（１４年２月１２日変更）
（１６年６月２９日変更）

電　　　力北 陸 電 力 ㈱



２０２

全　　　体右　　　岸左　　　岸玄米中カドミ
ウム濃度
（ppm） 比率（％）点　　数比率（％）点　　数比率（％）点　　数

６２１，５８９７４８６０５２７２９０．４０ 未 満

２９７５１２０２２８３７５２３０．４０～０．９９

８１９８６６５９１３３１．００～１．９９

１３２０６２２６２．００ 以 上

１００２，５７０１００１，１５９１００１，４１１計

全　　　体右　　　岸左　　　岸土壌中カドミ
ウム濃度
（ppm） 比率（％）点　　数比率（％）点　　数比率（％）点　　数

１１１８５６５０１６１３５０．５０ 未 満

４４７２５３４２７８５２４４７０．５０～０．９９

３０５００３５２８１２６２１９１．００～１．９９

１５２５７２５２０５６５２２．００ 以 上

１００１，６６７１００８１４１００８５３計

土　壌　中（ppm）玄　米　中（ppm）

地域区分 次　層　土作　　　土
平均最低最高点数

平均最低最高点数平均最低最高点数

０．６４０．０６４．８６２０３１．０９０．４６４．５０３６２１．０２０．２５４．２３３６２左岸地域

０．８２０．０９５．１７１０１１．１６０．４７４．８５１８２０．９３０．２５２．７４１８２右岸地域

０．７００．０６５．１７３０４１．１２０．４６４．８５５４４０．９９０．２５４．２３５４４全 体

　表２‐８９　玄米及び土壌中カドミウム濃度（神通川流域）
（４６～５１年度調査）

　表２‐９０　対策地域内の玄米及び土壌中カドミウム濃度（神通川流域）

　表２‐９１　玄米及び土壌中カドミウム濃度（黒部地域）

比　率
（％）点　数

土壌中カドミ
ウム濃度
（ppm）

比　率
（％）点　数

玄米中カドミ
ウム濃度
（ppm）

１３２９２．００ 未 満２６８００．４０ 未 満

５８１３０２．００～５．９９７２２２９０．４０～０．９９

２０４５６．００～９．９９２７１．００～１．９９

９２１１０．００以上２０２．００ 以 上

１００２２５計１００３１６計

（４６～４８年度調査）



２０３

資
料
資
料
編編

　

３３
　
生
活
環
境
の
保

生
活
環
境
の
保
全全

（単位：ha）

土　壌　中（ppm）玄　米　中（ppm）

地域区分 次　層　土作　　　土
平均最低最高点数

平均最低最高点数平均最低最高点数

０．８５０．１４３．２４１９７．５７３．８５２２．６０４４０．７９０．４７１．３４４４黒部地域

①のう
ち農用
地以外
として
利用す
る面積

①のうち農用地として利用する面積
対 策 地 域 の 面 積

計 画 区 分
計

事業対
象外面
積（砂利
採取）田

事 業 対 象 面 積

計畑田計農用地
以　外

①農用地
（田）

８．１８８．６１１．８７６．８０．６７６．２１０８．０１１．３９６．７第１次地区

２１．０
５０．４

４０６．２
３７６．８

７３．７
８０．９

３３２．５
２９５．９

５．９
３．８

３２６．６
２９２．１

４８１．１５３．９４２７．２第２次地区

５３８．７
５６５．５

４２１．８
３９５．０

１４．３
１４．３

４０７．５
３８０．７

５．５
９．５

４０２．０
３７１．２１，０５５．３９４．８９６０．５第３次地区

５６７．８
６２４．０

９１６．６
８６０．４

９９．８
１０７．０

８１６．８
７５３．４

１２．０
１３．９

８０４．８
７３９．５

１，６４４．４１６０．０１，４８４．４計

注　第２次地区、第３次地区及び計の上段は当初計画、下段は変更計画です。

　表２‐９２　対策地域内の玄米及び土壌中カドミウム濃度（黒部地域）

　表２‐９３　神通川流域における土地利用区分と面積（実測）

第 ３ 次 地 区第 ２ 次 地 区第 １ 次 地 区区　　分

区画整理方式
現状回復方式

区画整理方式
現状回復方式

区画整理方式復 旧 方 式

埋込客土工法
上乗せ客土工法

埋込客土工法
上乗せ客土工法

埋込客土工法
上乗せ客土工法

対 策 工 法

八尾町＊卯花地内の山林大沢野町＊市場地内の山林
八尾町＊横ノ手地内の山林

大沢野町＊市場地内の山林客土母材の採土地

　表２‐９４　神通川流域における第１～３次地区の復旧方式等

注　＊は現富山市です。



２０４

第３次地区第２次地区第１次地区区　　　分

４年２月３日第　９８号
１５年６月２６日第 ３６５号

５９年１月２０日第　４２号
３年９月４日第 ６３５号

５５年２月６日第　９４号
５９年７月２８日第 ６４１号告 示 年 月 日

農用地の土壌の特定有害物質による汚染を除去するための客土その他の
事業公 害 防 止 事 業 の 種 類

三井金属鉱業株式会社費用を負担させる事業者の名称

１９，２９１，９００千円
２４，２３２，０００千円

１０，９４０，０００千円
９，０５４，８６５千円

１，７８３，０００千円
２，２４７，４３６千円

公害防止事業費
①

算

定

基

礎

負

担

総

額

及

び

０．５９０８０．５９０８０．５２７ 
０．５９０８

汚 染 寄 与 度
②

２／３２／３２／３概 定 割 合
③

０．３９３９０．３９３９０．３５１３
０．３９３９

負 担 率
②×③

７，５９９，０７９千円
９，５４４，９８４千円

４，３０９，２６６千円
３，５６６，７１１千円

６２６，３６８千円
８８５，２６５千円

負 担 総 額
①×②×③

物価等の変動により、事業費に変更が生じたときは、変更後の事業費に
上記の負担率を乗じて得た額を負担総額とします。そ　 の　 他

注　告示年月日、負担総額及び算定基礎の上段は当初計画、下段は変更計画です。

　表２‐９５　公害防止事業に係る費用負担計画の概要（神通川流域）

　表２‐９７　神通川流域における２３年度に作付可能な面積
（単位：ha）

合　計
畑田

区　　　分
非客土客　土非客土客　土

９０．２－１．２１３．２７５．８第１次地区

３５６．６０．３３．９７２．５２７９．９第２次地区

４０３．９－１５．９１１．３３７６．７第３次地区

８５０．８０．３２１．１９７．０７３２．３計

（単位：ha）
　表２‐９６　神通川流域における公特事業の計画面積

注　第２次地区、第３次地区及び計の上段は当初計画、下段は変更計画です。

内　　　　　　訳
全　　　体区　　　分

併 せ 地 域隣 接 地 域指 定 地 域

１１．６６．２７３．４９１．２第１次地区

９２．５
６６．０

１６．５
９．８

３３２．５
２９５．９

４４１．５
３７１．７第２次地区

２０．４
１４．６

２２．０
３．４

３９４．５
３７８．３

４３６．９
３９６．３第３次地区

１２４．５
９２．２

４４．７
１９．４

８００．４
７４６．６

９６９．６
８５９．２計
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（単位：ha）

①②のうち
農用地以外
として利用
する面積

①、②のうち農用
地として利用す
る面積

対 策 地 域 の 面 積

市　名 左のうち
事業対象面積　

計
　

　
農用地
以　外

②
農用地
（畑）

①
農用地
（田） 計畑田計畑田

７１．８
７５．３
５７．６

４４．０
４０．５
５８．２

－
－
０．６

４４．０
４０．５
５７．６

４４．２
４０．７
５８．４

０．２
０．２
０．８

４４．０
４０．５
５７．６

１３２．１１６．１０．２１１５．８
黒部市

注　上段は当初計画、中段は８年の変更計画、下段は２０年の変更計画です。

　表２‐９８　黒部地域における土地利用区分と面積（実測）

黒 部 地 域区　　分
現状回復方式（一部未整備地域は区画整理方式）復 旧 方 式
排土客土工法対 策 工 法
黒部市田籾地内の山林客土母材の採土地

　表２‐９９　黒部地域における対策地域の復旧方式等

　表２‐１００　公害防止事業に係る費用負担計画の概要（黒部地域）
３年１１月１９日第 ７９８号
８年９月３０日第 ６２４号
２０年３月２８日第　１６２号

告 示 年 月 日

農用地の土壌の特定有害物質による汚染を防除するための客土そ
の他の事業公 害 防 止 事 業 の 種 類

ＪＸ日鉱日石金属株式会社費用を負担させる事業者の名称

２，９３６，０００千円
４，００５，７００千円
５，３０７，９２７千円

公 害 防 止 事 業 費　①び

算

定

基

礎

負

担

総

額

及

１汚 染 寄 与 度　②

２／３概 定 割 合　③

０．６６６７負　　担　　率　②×③

１，９５７，４３１千円
２，６７０，６００千円
３，５３８，７９４千円

負 担 総 額　①×②×③

物価等の変動により、事業費に変更が生じたときは、変更後の事
業費に上記の負担率を乗じて得た額を負担総額とします。そ の 他

注　告示年月日、負担総額及び算定基礎の上段は当初計画、中段は８年の変更計画、下段は２０
年の変更計画です。


